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■⾃動⾞ベルトの種類とその特徴■

BANDO⾃動⾞ベルト通信 №001 ■技術情報■

⾃動⾞⽤ベルト（補機駆動⽤）は、その時代のエンジン特⻑/要求性能によって大きくカタチを変えてきました。
今回はベルトへの要求性能の変遷に沿って、ベルト形状毎の特⻑をご紹介します。
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市場からの要求
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■伝動能⼒UP
■⻑寿命・メンテフリー

■耐摩耗性向上 etc

■エンジンルーム省スペース

■エンジン周辺温度上昇

■耐熱性向上

■信頼性向上
■直噴化・回転変動大
■静粛性
■耐寒性(耐熱性両⽴)向上

■省燃費・⾼伝動

■異⾳タフネス要求

■アイドリングストップへの適用
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正曲げ(多本掛け） 逆曲げ(多本掛け） サーペンタインレイアウト(1本掛け)

クーラーベルト

※低年式⾞

シルバーＳ (RAF)
※低年式普通⾞

シルバーW
※低年式ディーゼル

パワーフレックス(RPF)
※低年式普通⾞〜商⽤⾞

HDPF/HDPF-J
※商⽤⾞〜バス

リブエース
※軽⾃動⾞〜乗⽤⾞〜商⽤⾞

リブエース・エコ
リブエース・エコ「T」

※軽⾃動⾞〜乗⽤⾞〜商⽤⾞

リブエース・フィット
※軽⾃動⾞〜乗⽤⾞

薄化・⾼弾性・⾼張⼒・環境配慮

EPDMゴム化

低弾性・張⼒維持

■ベルト側⾯ゴム露出

■グリップ⼒に優れる

■底部に帆布を積層

■耐久性・静粛性

■小プーリ使用可

■屈曲性・耐熱性
■⻑寿命化

■結合タイプも

■柔軟性・コンパクト

■高伝動性

■⻑寿命化

シルバーK(RAFK)
※低年式軽⾃動⾞

※プーリ固定式


